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要約
中国がミャンマーに、エネルギー、鉱業、水力発電などのセクター、そし

て一帯一路（Belt and Road Initiative：以下、BRI）関連のインフラプロ
ジェクト、さらに最近では製造業において、巨額の投資を行っていることが
わかった。中国は長年にわたりミャンマー最大の投資国であり、貿易相手国
のひとつであった。ミャンマーが中国に与える影響もまた大きい。たとえば
インド洋へのアクセス、エネルギーの安全保障、真珠の首飾り戦略の実施、
2海戦略、内陸部の発展、そして野心的なBRI戦略の実現である。

「隣人を選ぶことはできないが、どんな隣人になるかは、いつでも選ぶこ
とができる」ということわざにもある通り 、ミャンマーは、好むと好まざ
るとに関わらず、隣国を選ぶことはできない。中国は、ミャンマーが最も長
い国境で接している国であり、両国は、長い年月良好な関係を保ってきた。
ミャンマーは、中国のBRI戦略にとって非常に重要な地理的位置にあること
の利点を生かしながら、中国と良い関係を保つための外交政策をとる必要が
ある。

４	ミャンマーにおける一帯一路（その2）i
	 〜中国・ミャンマー経済回廊（CMEC）の背景〜

��Aung Kyaw
ヤンゴン経済大学	商学部	教授

i	 本稿は、令和2年度公益財団JKAの補助事業を受けて実施した。
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1.　中国・ミャンマー国境経済特区

CMECにおいて最も優先順位の高いプロジェクトのひとつが、中国とミャ
ンマー間の中国・ミャンマー国境経済特区を実際に機能させることである。
このプロジェクトでは、中国の雲南省とミャンマーのカチン州とシャン州と
の間で、国境経済特区を発展させることを目指しており、カンパイクティ・
テインチョン、チンシュウェホー・ランチャン、ムセ・瑞麗の3つの国境経
済協力区の建設が予定されている注1。

プロジェクトに関連する国境の町は、免税ゾーン、技術ゾーン、農産物貿
易ゾーン、工業ゾーン、輸出入ゾーン、そして倉庫ゾーンとなる。これら3
つの経済協力区から、雲南省の製品はCMECに沿ってチャウピュー深海港に
運ばれ、そこからインド、南アジア、さらにアフリカの国々に輸出される。
こうした国境経済特区を経由することで、内陸の雲南省は東南アジアの生
産、そして貿易の拠点となるのである注2。このプロジェクトはまた、中国の
雲南省中央戦略計画（2016〜2020）や、雲南省、四川省、貴州省といった中
国南部の内陸地方の開発戦略にとって非常に重要である。習近平国家主席
は、2020年1月のミャンマー訪問の際、国境経済協力区がCMECにとって核
となると述べた。そして、両国政府は特に、ムセ・瑠璃地区を優先して建設
するべきであるという点で合意した。

国境経済協力区の建設に関しては、2016年8月にアウン・サン・スー・チ
ー国家顧問が中国を訪れた際に合意されたもので注3、中国・ミャンマー経済
協力区の覚書は、同国家顧問が2017年5月に北京で開催された第一回BRIフ
ォーラムに出席した際に署名がなされた。中国の中山商務大臣と、ミャンマ
ーのタン・ト・シン・マウン運輸通信大臣が、同国家顧問と李克強首相の会
談の場で覚書に正式に署名した注4。ミャンマー政府は2018年にネピドーで開
催された第一回の経済協力区中央委員会注5で、カチン州とシャン州の3つの
国境経済協力区を承認した。
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（1）カンパイクティ・テインチョン国境経済協力区
カンパイクティ国境ゲートは、カチン州特別区域1のミッチーナー県ワイ

ンモーにある。このエリアは、ミャンマー軍と同盟関係にある新民主陸軍カ
チン（NDAK）に支配されている。国境経済協力区の核となるカンパイク
ティ・ビジネスパークを建設する案は、2020年2月27日カチン州議会で可決
され、2020年3月4日にカチン州政府は、ミャンマーヘンヤ投資開発会社と
プロジェクトを実施する旨の合意書に署名した注6。70エーカーもの土地でこ
のプロジェクトは展開し、プロジェクトの推定コストは2,240万ドルで、ミ
ャンマーヘンヤ投資開発会社が出資することになっている。この会社は、
ミャンマーカンパイクティ開発会社と中国のYunnan	Tengying	Trading	
Company注7の合弁企業で、保有率は30：70である注8。プロジェクトには、
ゾーンAからゾーンEと名付けられた5つのゾーンの建設も含まれている。州
政府は、ミャンマープロジェクトバンクのリスト注9に加えるため、連邦政府
に同プロジェクト計画を提出した。

（2）チンシュウェホー・ランチャン国境経済協力区
チンシュウェホーの国境ゲートは、ムセ・瑞麗間のゲートに次いで2番目

に大きい国境ゲートで、コーカン自治区の中の老街（ラウカイ）に位置して
いる。シャン州北部の、チンシュウェホーから5マイル、ホパンから3マイ
ル、クンロンから9マイルのクンロン郡ナムフ村の近くにある。プロジェク
トの総面積は約200平方キロメートルで注10、総投資価値は400万ドル注11と想
定されている。ミャンマー側の工業地域は、カチン州政府が管轄するコンロ
ン郡に置かれることが計画されている。これらは、貿易および加工施設、中
小規模の工業施設、貿易貿易ロジスティクスセンター、農産物用高品質パッ
キングセンターなどから成り立っている。両政府は国境地域の境界を取り決
め、その後、その区域の建設に関心のある企業を、地元地域と中国から募る
ことになっている注12。

この経済協力区のサポートとして、クンロン橋の建設や、チンシュウェホ
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ー・テインニーハイウェイの改修工事に関しても、両国政府の間で合意に至
った。習近平国家主席がミャンマーを訪問した際、新たなクンロン橋の建設
プロジェクトが署名された。そして、2020年6月20日に中国から新しい橋の
建設のために特別な許可を得た8人の技術者が到着し、プロジェクトが始動
した。

現在、プロジェクト実施地域はミャンマー軍と民族武装集団の間の紛争地
帯となっており、現時点ではミャンマー軍がプロジェクトエリアの治安を掌
握している。

（3）ムセ・瑞麗国境経済協力区
ムセ・瑞麗間の国境ゲートと交易所は、ミャンマーと中国の間で、最も重

要な国境貿易拠点である。1日当たりの二国間の貿易の総額は、約344億ドル
にのぼる注13。これは、ムセ・マンダレー・ヤンゴンを結ぶ、ミャンマーの
主要な交易路であることによる。マンダレー・ムセ間の道路は、アジアハイ
ウェイ14号線の一部で、450キロにわたって続いている。ムセの国境交易所
における輸出量は、第2位の規模を誇るミャワディ・メーソット国境交易所
に比べ10倍以上になっている注14。そのため、この国境交易所は、ミャンマ
ー経済の大動脈と言える。

この経済協力区には、国際経済ゾーン（コアゾーン）、輸出用生産及び倉
庫ゾーン、そして輸入用生産及び倉庫ゾーンが含まれる。コアゾーンは両国
で建設されることになっており、このゾーン内で取引される商品は、特別な
税の優遇を受けられる。輸出生産及び倉庫ゾーン、そして輸入生産及び倉庫
ゾーンもまた、ミャンマー・中国の両側に建設されることになっている。現
在は、主要な道路が改良され、ゾーンの間を移動するための新しい道路が建
設されているところである。詳細については、両国の役人同士で話し合いが
もたれている。プロジェクトの総面積は約64平方キロメートル。両国間の同
意によると、ムセと三角鎮エリアは、プロジェクトの初期段階で着手され、
その後残りのエリアが建設されることになっている。
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中国側は、このプロジェクトに対して極めて積極的な態度を示してい	
る	注15。しかし、いくつかのプロジェクト地域では、民族武装集団との紛争
が続いている。このため、時折不安定な状態に陥ることが予想されるため、
ミャンマー政府はプロジェクトの詳細な計画を承認することができない状態
である注16。

2．その他CMECプロジェクト

中国のミャンマーへの投資において顕著な特徴のひとつは、学者や地元の
人々が言うように透明性の欠如である。そのため、チャウピュー経済特区や
ムセ・マンダレー高速鉄道のような重要なプロジェクトを除いては、そのプ
ロジェクトがCMECに含まれているのか、あるいは独立したプロジェクトな
のかも不透明である。また、CMECプロジェクトと銘打っていても、CMEC
の他のプロジェクトとうまくリンクしていないプロジェクトも存在する。透
明性と全体的な計画の欠如で注17、プロジェクトがCMECの一部かどうかを簡
単に区別することができない。その上、中国は近年ミャンマーに対する戦略
的方向づけを変更したため、ミャンマーへの投資がエネルギーセクターから
輸送セクターへとシフトしている。このような状況で、中国のプロジェクト
はそれぞれのプロジェクトが何らかの形で互いに関連している状況である。

（1）シュエコッコプロジェクト
シュエコッコプロジェクトは、カレン州のミャワディーから10マイル離れ

たシュエコッコで進行している国際基準ニュータウンプロジェクトで、一部
は完成しているものの、未だに建設中のエリアもある。ミャワディは、メー
ソットやタイとの国境にあり、ミャンマーとタイ間の貿易の中心となってい
る。

プロジェクトのエリアは、以前民主カレン仏教徒軍（DKBA）の一部であっ
た国境警備隊（BGF）によって管理されており、香港のYatai	 International	
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Holding	Groupが中心となって実施している。計画地はおよそ30,000エーカ
ーで、総投資額は150億ドルにおよぶ。プロジェクトに投資した会社は、プ
ロジェクトはCMECの一部であると伝えているが、中国側はBRIフォーラム
や他の公式な場でも、詳細を明らかにしていない注18。このプロジェクトで
は、新興住宅地でブロックチェーン技術を採用し、多くの娯楽施設、カジ
ノ、ショッピングモールや店舗、空港、交通機関、工業地域、そして金融・
貿易センターなどを建設する予定になっている。現在、既にカジノや娯楽施
設がオープンし、中国やタイの実業家や海外からの観光客たちに人気を集め
ている。プロジェクトは、ミャンマーとタイの間に架かる二つの大きな橋か
ら数キロ離れたところに位置している。また、ミャンマーとタイ間の国境を
流れているタウンジン川を渡って、容易に国境を越えられる桟橋や渡し船も
あるが、ミャンマー側からは公式には認められていない注19。

2017年2月14日、BGFとヤタイ・インターナショナル・ホールディン
グ・グループは合同でミャンマー・ヤタイ・インターナショナル・ホール
ディング・グループを設立し、連邦計画財務省が管轄する投資企業管理局
（DICA）に登録した。DICAの記録によると、会社の所有権は、カンボジ
アの実業家（67.68％）、マレーシアの実業家2人（12.32％）、そしてBGF	
（20％）となっている注20。プロジェクトの初期投資額は5億ドルと見込まれ
ており、プロジェクト完了後にはこの地域の先端技術拠点となることが予定
されている。このプロジェクトには、住宅地、空港、高級住宅、1,200室の
ホテル、カジノ、娯楽・レクリエーションゾーン、工業ゾーン、貿易ゾーン
および倉庫、港、空港、科学技術ゾーン、国際大学、文化・経済・農業ゾー
ン、観光エリア、映画館、温泉などが想定されている。このプロジェクト
は、2027年に完成が予定されている。ヤタイ・インターナショナル・ホール
ディング・グループにとって、このプロジェクトは過去最大の国際投資であ
る。2018年7月30日ミャンマー投資委員会は、プロジェクトの第1段階の実施
を認可された。この段階で、25.5エーカーの土地に59戸の高級住宅がに建設
されるが、投資価値は2,250万ドル、2021年に完成が予定されている。
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しかし、2019年のはじめ、地元の人々は建設される予定の建物のサイズが
カレン州政府によって定められているサイズを超えていると苦情を申し立て
た。そのためカレン州政府は2019年5月に調査を行い、8つの大きな建物の建
設を中断するよう指導した。その検査結果は連邦政府に報告された。2020年
6月15日大統領府はシュエコッコプロジェクトの調査を行い、シュエコッコ
でカジノを開くことを許可しないと通達を出した。また、中国からの移民労
働者がプロジェクトの現場で働く態度の悪さや、地元の人々や習慣に対して
リスペクトがないなど、地元の人々から多くの苦情が寄せられた注21。2020
年8月25日在ミャンマー中国大使館は、シュエコッコのプロジェクトは第三
国の投資であり、CMECとの関わりはないとの声明を出した。

（2）ミッチーナー経済開発ゾーン（ナンキンビジネス工業ゾーン）
ナンキンビジネス工業ゾーンと呼ばれるミッチーナー経済開発ゾーンは、

カチン州ミッチーナーにあるナンキン村から10キロ離れたレド公路沿いに
位置している。プロジェクトエリアは4,700エーカーで、推定投資額は4億ド
ル、ここがBRIの主要部になることは大いに予想がつく。

レド公路は、ミャンマーを経由してインドと中国をつなぐ主要な道路で、
第二次世界大戦中にイギリス陸軍がインドから中国へ物資を供給するために
作った道である。この道路は、現在中国が主導するBRIの下でインドとつな
がる非常に重要な役目を再度果たすこととなった。

このプロジェクトには、農業ゾーン、文化ゾーン、一般製品生産ゾーン、
輸送ゾーン、農業機械生産ゾーン、木材製品ゾーン、バイオ医薬品生産ゾ
ーン、観光エリアが含まれている。このプロジェクトには、約500の工場と
5,000の関連施設の建設が予定されている。プロジェクトの詳細計画の覚書
は、2018年5月8日雲南騰衝恒永投資会社とカチン州政府によって署名され
た。覚書によると、プロジェクトの実行可能性調査や環境影響分析のため
に、両者による合同企業が設立されることとなり、投資会社側が資金を提供
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し、州政府側が土地を提供することで合意した。2019年10月カチン州の首相
は、プロジェクトの建設計画の覚書が翌月の2019年11月に署名されると発表
した。

2020年に大統領府が、特定の企業にオファーするのではなく、スイスチャ
レンジ形式の入札を行うようカチン州政府に指示した。雲南騰衝恒永投資会
社がプロジェクト計画をデザインし、プロジェクトに興味を持った企業をス
イスチャレンジの入札に参加させ、もし別の企業が勝った場合、ヤンゴンニ
ュータウン開発計画と同様に、プロジェクトの計画コストを雲南騰衝恒永投
資会社に清算しなければならない。スイスチャレンジで雲南騰衝恒永投資会
社と同等に競り合える企業はないだろうと専門家はみている。また、プロジ
ェクトはミャンマー軍とカチン独立軍（KIA）との紛争地の近くで行われる
ため、他の企業はその状況に苦戦するであろうという見解もある。たとえ国
外や地元の企業が入札に参加しても、戦略的にも魅力的な立地で中国政府が
高い関心を抱いているため、中国企業が勝つのは目に見えている。その一方
で、土地没収問題や環境への影響を懸念する地元の人々やカチン州の政治家
からの声など様々な課題に直面している注22。

（3）�中国・ミャンマー・エーヤワディ経済ベルト（エーヤワディ戦略的陸
水輸送ルート）

チャウピュー深海港を経由してインド洋へのアクセスを得ることは、中
国にとって、BRI、2海戦略、内陸部の開発戦略、エネルギー供給の安全保
障、そして南アジアとアフリカの市場へのアクセス戦略にとって不可欠であ
る。政府の対応の遅れや、民族武装グループとミャンマー国軍との抗争に関
わる安全保障上の懸念などから、万が一ムセ・マンダレー高速鉄道の計画が
失速したとしても、中国には代替案が用意されている注23。

その案とは、ミャンマーの人々にとって水の魂とも言える、エーヤワディ
川を通るルートを開発することである。この2,200キロにもわたる水路は、
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貨物を運ぶ水上輸送としてミャンマーの国土に沿って北から南に流れてい
る。主要な都市の60％がエーヤワディ川沿いに位置し、ミャンマーの全人口
5,400万人のうち3,000万人が暮らしている。水路と道路の代替のルートを使
用することで、中国はマンダレー、チャウピュー、ヤンゴンといったCMEC
の元々の終着地点に、昆明・ムセ・マンダレーの高速鉄道や陸路に比べ、よ
り安全でより安価にたどり着くことができる。この計画は、中国・ミャンマ
ー・エーヤワディ経済ベルトと呼ばれている。プロジェクトによると、商
業用船舶は、カチン州バモーからマンダレーまで、エーヤワディ川の下流
1,300キロを南に航行し、ヤンゴンを経由してインド洋へと抜ける。エーヤ
ワディ川沿いのマグウェからは、CMECのもともとの計画どおり道路や鉄道
を使って、ラカイン州のチャウピューへと貨物が運ばれる。

バモーから中国との国境の町ルウェジェまでの75キロの道のりに、新しい
高速道路が建設されることになっていて、中国側は瑞麗からルウェジェまで
既に新しい道路が完成している。どちらの町も同じ雲南省に位置している。
より多くの貨物に対応するため、中国側ではすでに新しい施設も作られてい
る注24。プロジェクトの内容は、410キロの水路、1,040キロの高速道路、そし
て92キロの鉄道路線が含まれているが、投資価値はまだ明らかになっていな
い注25。

戦略的な水路や陸路が、深刻な渋滞を解消し、元々計画にあったマンダレ
ーとムセ間の鉄道と道路、そしてミャンマー軍と民族武装グループが頻繁に
衝突しているラシオとチンシュウェホー間の高速道路が抱える安全上のリス
クが解決できると期待されている。しかし、中国は初期のルートを、エーヤ
ワディ経済ベルトに変更する意思はないようである。むしろ中国は、その両
方のルートを同時に使うという企みがあるようだ。マンダレーとヤンゴン間
のドライ・ポートの建設は完了しており、どちらの施設とも運用が開始され
ている注26。

国際貿易と投資No.125.indb   72 21/09/21   12:02

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


国際貿易と投資　No.125　◆ 73

ミャンマーにおける一帯一路（その 2）

このプロジェクトに関する議論は、ミャンマーが軍事政権下にあった1989
年から始まっている。当時プロジェクトは、「昆明・ミャンマー・ヤンゴ
ン・エーヤワディ川郵便輸送路」と命名された。また、別名「中国・ミャン
マー陸水運路」とも呼ばれた注27。1997年中国とミャンマーは共同で、エー
ヤワディ川沿いの雲南からミャンマー国内への土地と道路の運送経路構築の
可能性について研究を行った。中国としては、このプロジェクトは安全保障
とコストの面からも、大いに期待が持てるということがわかった。

中国は、紛争の多い山間部を通る陸路を避けつつ、安全な海へと続くルート
を確保し、ミャンマーやそれ以外の国々との貿易で新しい道を提示している。中
国はまた、陸路や鉄道の輸送よりはるかに廉価な川を使っての輸送ルートに関わ
るネットワークを確立しており、この水路モデルを自負している。このような中
国内陸部の水路を開発することにより、中国の国有企業（SOE）は、世界でも
最大手の浚渫会社の仲間入りをした。そのため、関係企業はエーヤワディ川上流
における水路輸送に関する専門知識と経験を持ち合わせている。（トランスナシ
ョナル・インスティテュート、2019	p.26）

当時の国家主席江沢民が2001年12月にミャンマーを訪問した後、両国は二
国間協定に署名し、それにより二国間の輸送と貿易は一気に増大した。中国
はミャンマーに対し、2002年3月「高速道路および水路の複合輸送に関する
協定案」と題した提案を提出した。2002年ルウェジェが、両国間の通商貿易
のための正式な国境検問所となり、バモーとルウェジェをつなぐ道路は中国
の支援で砂利道へと改良された注28。中国とミャンマーの話し合いは、両者
間の誤解と意見の相違から2004年に決裂した。しかし、両者とも理由に関し
て公表することはなかった。

しかし、中国側は、このプロジェクトの実施への意欲は失っていなかっ
た。このプロジェクトの建設計画には、中国国務院総合インフラ相互接続マ
スタープラン（2014〜2035）、雲南水上輸送ロジスティクス開発計画（2014
〜2020）、そして雲南州国境地域の開発・開放計画（2016〜2020）などが含
まれている。

中国は2018年以降再びこのプロジェクトに興味を示し始めた。2018年3月
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ミャンマーの副大統領ヘンリー・バン・ティオと中国の王毅外相が、ベトナ
ムで開催された大メコン圏（GMS）の場で会談した。中国側の担当者によ
ると、両者はイラワジ経済ベルトの実施について協議したと述べた。2018年
6月雲南省国家発展改革委員会（NDRC）は、第12回雲南省中国人民政治協
商会議において、プロジェクト再開を提案した注29。

雲南に拠点を置く研究者たちは、2018年初頭からエーヤワディ川の周辺の
現地調査を行っていた。調査によると、ヤンゴンからバモーまで川の80％の
水深が5メートルを超えており、流れもほぼ一定であるとの結論に達した注30。
また、年間を通して3,000トンの船が航行可能で、他の航行ルートに比べ輸
送コストが32％も削減できるということも調査でわかった注31。

雲南省のシンクタンクは、ミャンマーにおいて6つの研究を行った。2019
年1月ミャンマーは、エーヤワディ川の港の建設地にバモー、パコック、マ
グエ、シンクハムを、そしてチンドウィン川ではモンユワとカラユワを優先
的にプロジェクトのリストに加えた。港の建設費は、国際基準を元にして
バモーで4,300万ドル、パコックで4,700万ドル、マグエで3,300万ドルかかる
見込みで、建設は2023〜24年度中に完了予定である注32。マンダレー港は現
在、日本の経済支援で改良工事が進んでいる注33。

コストや安全性の面から、プロジェクトは魅力あるものに見える一方で、
実現可能かについては不確定要素がいくつかある。オランダに拠点を置く
Transitional	Institute	は、河川の水路化に対する危険性とプロジェクトが商
用的に実用可能かについて警告している。また、アジア開発銀行は2016年、
コストの面からバモーとマンダレーの間の水路化に異議を唱えた注34。

中国は、未だにミャンマーに対して正式な提案を行っていないため、2019
年4月にCMECが承認したプロジェクトの中に含まれることはなかった。中
国側としては雲南発展改革委員会が、アジアインフラ投資銀行（AIIB）に
シルクロード基金の支援を働きかけていた。
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このプロジェクトは未だミャンマー政府から、単体あるいはCMEC関連の
プロジェクトして正式に認められていないが、実現可能性は非常に高い。そ
れは、政府が負担しているエーヤワディ川の維持費用削減が可能であり、川
沿いの主要な都市や住人3,000万人への利益を生み、また環境や社会的な影
響が比較的低いという理由からである。一方、2011年に建設が中断された36
億ドル相当のミッソン・ダムの件は、いまだミャンマー政府の頭を悩ませて
いる。現在の世論や政治情勢を鑑みると、ミッソン・ダム建設再開は、政治
的自殺行為とも言えるので、与党が建設再開をするとは考えにくい。ミッソ
ン・ダムの代替プロジェクトとして、エーヤワディ経済ベルトは極めて現実
的で、両国政府にとって受け入れられる解決策なのかもしれない注35。

3．論考

この論文を通して、中国がミャンマーに、エネルギー、鉱業、水力発電な
どのセクター、そしてBRI関連のインフラプロジェクト、さらに最近では製
造業において、巨額の投資を行っていることがわかった。中国は長年にわた
りミャンマー最大の投資国であり、貿易相手国のひとつであった。ミャンマ
ーが中国に与える影響もまた大きい。たとえばインド洋へのアクセス、エネ
ルギーの安全保障注36、真珠の首飾り戦略の実施、2海戦略、内陸部の発展、
そして野心的なBRI戦略の実現である。

「隣人を選ぶことはできないが、どんな隣人になるかは、いつでも選ぶこ
とができる」ということわざにもある通り注37、ミャンマーは、好むと好ま
ざるとに関わらず、隣国を選ぶことはできない。中国は、ミャンマーが最も
長い国境で接している国であり、両国は、長い年月良好な関係を保ってき
た。ミャンマーは、中国のBRI戦略にとって非常に重要な地理的位置にある
ことの利点を生かしながら、中国との良い関係を保つための外交政策をとる
必要がある。
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中国とミャンマーの政治的状況

ミャンマーは、中国と長い国境線を共有しているにも関わらず、政治的に
も中国と良好な関係を保っている。たった一度紛争が起こったのは、250年
前コンバウン王朝時代のことである注38。ネウィン体制（1962〜1988）のも
と、1967年にヤンゴンで反中国暴動が起こった際には、関係がやや悪化した
が、両国は長年にわたり安定した関係を保っている。1988年に国軍が政権を
掌握した後、ミャンマーは国際的な制裁を受けた。その間、中国は国際的な
圧力からミャンマーを庇護した。最も重要な出来事が起きたのは、2007年ミ
ャンマーの反政府デモ（サフラン革命）の後だった。ミャンマーは、国連安
全保障理事会による決議案に直面したが、中国とロシアが拒否権を行使した
のだ。中国は、1988年にミャンマーの軍事政権が始動した時期からミャンマ
ーとの国境貿易を開始し、それ以来ミャンマー軍の武器・軍需品の重要な供
給元である。テイン・セイン政権（2011〜15）には、中国はミャンマーにと
っての最大の投資国かつ貿易相手国となった。ミッソン・ダム建設の突然の
中止により、中国の投資がしばらく減少したものの、二国間の関係は継続し
て良好な状態を保っていた。2014年中国とミャンマーは、経済的な協力関係
を促進するため、経済と技術協力に関する二国間協定に署名した。2015年に
国民民主連盟が選挙で勝利を収めると、二国間の関係はより一層強固なもの
となった。国家顧問アウン・サン・スー・チーは、2015年から2017年の間の
3年間に中国を3度公式訪問した。2017年3月にラカイン州で事件が起きた際
も、国連安全保障理事会がミャンマーに厳しい措置を取ったことに対し、中
国が反対した注39。

中国とミャンマーの民族武装集団

中国が19世紀の植民地時代のようにミャンマーを支配することは、国家主
権と安全保障の観点から考えにくい。むしろ中国は、利益を最大限受け取る
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ために、ミャンマーに対し政治的そして経済的影響力を行使しようとしてい
る。多くの民族武装集団は、ミャンマー国内北部そして東部に拠点を置いて
いる。彼らは、中国から直接的あるいは間接的な支援を受けていた。主な
民族武装集団は、カチン独立軍（KIA）、アラカン軍（AA）、ワ州連合軍
（UWSA）、ミャンマー民族民主同盟軍（MNDAA）、タアン民族解放軍
（TNLA）、ほか多数である。中国がミャンマーの民族武装集団を支援して
いるという疑惑がいくつかある。たとえば、

ミャンマーでの外交的影響力を拡大するために、中国は、ミャンマーがテロ
組織と指定したアラカン軍に対し、資金と高度な兵器を供給している。中国から
の武器はバングラデシュの海岸に到着し、小分けにしてミャンマーに密輸され
た。（Anders	Corr,	Licas	news,	28	May	2020）注40

ミャンマー軍が入手した情報から、陸軍参謀総長	ミン・アウン・フライ
ン上級将校は、民族武装集団の背後にある外国勢力の強い存在を認めた。

最近ロシア国営TVチャンネルのズベズダが行ったインタビューで、陸軍参謀
総長ミン・アウン・フライン上級将校は、ミャンマー国内で活動しているテロ
組織が、大きな力に支援されていると述べ、こうした反乱軍を鎮圧するための
国際協力を求めた。AAに外国勢力が介入しているのである。ミャンマー軍の代
表者であるゾー・ミン・トゥン准将は、2019年に鉱山を襲撃したテログループ
が、中国製の武器を使用していたと語っていた。（Shishir	Gupta,	The	Hindustan	
Times,	2	July	2020）注41

イラワジニュースによれば、ミャンマー軍の指導者たちは、民族武装集団
の手に中国製の武器が渡ったことに対し不快感を示している。

ミャンマー陸軍の上級司令官は、ミャンマー北部のいくつかの民族集団が、
中国から武器弾薬を受け取っていたことに関し、中国に対し不快感を表明した。
これらの民族集団には、ワ州連合軍、カチン独立軍、タアン民族解放軍、ミャン
マー民族民主同盟軍、アラカン軍が含まれている注42。

ミジマニュースによると、2020年1月に中国の習近平国家主席がミャンマ
ーを訪れた際、ミャンマーの国軍総司令官ミン・アウン・フラインは、武器
に関するミャンマーの懸念を伝えた。しかし、習近平国家主席はミャンマー
の民族武装集団に武器を供給したことは否定した上で、それ以外にも中国の
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武器を入手する方法はあると述べた注43。

それでもなお、現在中国の政治的役割は、民族武装集団注44とミャンマー軍
間の調整にあることから、中国がこれらの民族武装集団に影響を及ぼすこと
ができることは否めない注45。紛争地帯におけるBRI戦略を実現するために、
中国が、ミャンマーと民族武装集団との間の平和停戦協定を望んでいること
に疑いの余地はない。しかし、シシル・グプタのような懐疑論者たちは、中
国の謀略はミャンマーの政情を不安定にすることであると主張している。

習近平の目論見は、手の込んだ演出で、その小さな隣人を不安定に保つこと
にある。

中国はテログループを介してその影響力を行使し、BRIプロジェクトのスムー
スな実施のための交渉の切り札としようとしているのである注46。

BRIプロジェクトの実施エリアは、政府と民族集団との和平合意が長期に
わたり不確実な状態の武装地帯にある。民族武装集団をどのようにコントロ
ールするかは、これらのプロジェクトの長期にわたる安全性に関わる問題で
ある。しかし、これまで民族武装集団が、ミャンマーにおける中国の国益を
損ねるような行為を行ったことについての報道はなされていない。たとえ
ば、中国・ミャンマー・ガス石油パイプラインは、紛争地帯を長い距離にわ
たって通っているが、これまでトラブルを一切耳にしたことはない。同様
に、アラカン軍はチャウピューの中国側の深海港には攻撃を加えない一方
で、インド政府が進めるラカイン州のカラタン川プロジェクトでは、インド
の建設現場を荒らしたり、労働者を誘拐したりしている注47。

このように、もし中国がミャンマーの民族武装集団を支援しているとする
と、唯一の動機は、他の国々からの投資を阻止し、ミャンマーへの投資は失
うものが大きいと思わせることで、中国がミャンマーへの唯一の投資国とな
ることである。
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中国とミャンマー経済

中国はこの20年間ミャンマーにとって最大の投資国であり、貿易相手国で
もある。中国はミャンマーへの海外からの投資のうちの4分の1以上、そして
同国の貿易のうち約4分の1を占めている。この貿易に関する数字は過小評価
されている可能性がある。と言うのも、取引の多くが、違法に闇で行われて
いたからである注48。マンダレー・ムセ・ルートは、ミャンマーにとって最
も混雑して多忙な貿易ルートである。同国の経済のうち中国の優位性がより
顕著なのは、ワ自治管区やコーカン自治区のある北部や北東部で、そこでは
人々は中国語を話し、日々の取引に中国の通貨を使っている。やはり中国文
化が席巻しているマンダレーには、多くの中国人が住み、中国人ビジネスも
多数あるが、その多くはレストランやホテルである注49。

開発途上国であるミャンマーは、自国だけでは十分にインフラや製造施設
に投資することはできない。そのため、国の発展のためには、海外からの投
資は極めて重要である。ミャンマーはこの10年、外国、特に欧米の国々から
の投資を誘致し、貿易を改善するための努力を続けている。しかし、残念な
がらこれらの努力は実を結んでおらず、その結果は2010年から2020年の期間
の上位投資国のリストに表れている。これらほぼすべての年でトップ5に名
を連ねた投資国は、シンガポール、中国、香港、ベトナム、タイなどの国々
である。西側諸国からは、わずかに英国と、最近ではオランダが、トップ10
内の投資国として登場している。それぞれの投資はあまり大きな額ではな
く、年間でFDI全体の約5％を占める程度である。2017年のラカイン州での
事件の後、欧米からの投資は、より一層停滞し減少した。日本、韓国、イン
ドといった他のアジアの国々は、今だ状況を見ている状態で、ミャンマーに
多額の投資をする動きは見られない。しかし、近年日本からの投資が増加
し、全投資額の5.84％と投資国のトップ5に入った注50。過去の経験からミャ
ンマーは、政治的そしてビジネス環境が西洋諸国の投資基準に比べ大幅に遅
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れているため、必要な投資をよりアジアの国々に求める必要がある。そのた
め、ミャンマーは国の発展のために、インフラ整備と製造設備のために中国
からの投資に頼らざるを得ないというのが現状だ。

中国とミャンマーの対外債務

ミャンマーの対外債務は2016年にGDPの41.5％、そして2019年にはGDPの
ほぼ50％（111億ドル）にのぼった注51。国会議員たちは、中国の比較的高い
利率（年率4.5％）はミャンマーの対外債務の合計の40％にもあたるため、
債務管理戦略を変更するよう要求している注52。

ミャンマー政府は、スリランカが以前ハンバントタ港の建設費用13億ドル
を中国から6.3％という高利率で借りたことで借金の罠にはまったという教
訓を得て、中国の借用書外交の内容を十分に把握し、細心の注意を払った。
他にもジブチ、キルギス、ラオス、モルディヴ、モンゴル、モンテネグロ、
パキスタン、タジキスタンなどのケースがある。これらの国々はまた、それ
ぞれの地域の最貧国であり、それぞれすべての対外債務の半分以上を中国に
負っている注53。

ミャンマー政府は、中国への債務に過度に依存することを脱却するため
に、いくつかの措置を講じたが、その結果、CMECプロジェクトの規模の縮
小や実施の遅延を招いた。2019年のBRIの署名の際、ミャンマーは、中国が
提案した合計38のプロジェクトのうち、9つのプロジェクトしか署名しなか
ったことからも明らかである。一方で、チャウピュー深海港へのミャンマー
の投資の割合が増えながら、プロジェクトのサイズが縮小したことが、ひと
つの例である。同様に、ヤンゴンニュータウン開発計画のような大規模な
投資プロジェクトには、公明正大をアピールするためにスイスチャレンジ
（NYDCチャレンジ）を採用している注54。しかし、規制の弱点（特に労働
者の権利）、複雑で不安定な官制環境、ミャンマー軍と民族武装集団の間の
紛争、そしてその他の障壁が他国からの投資を容易に抑止してしまう。一方
で、中国企業はこうした障壁に比較的慣れているため、ミャンマーのインフ
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ラ投資プロジェクトにおいて、中国企業や中国関連企業とまともに競合でき
る外国企業は現在のところそう多くないかもしれない。

中国のインフラプロジェクトは、ミャンマーよりも中国の方により大きな
利益をもたらすという意見もある。たとえばチャウピュープロジェクトは、
中国の雲南地方をインド洋につなぐために建設されているが、主に中国の貿
易が取り扱われることになると評論家が指摘している。ミャンマーにとっ
て、チャウピュー深海港から輸出できる製品は限られていて、そういう意味
ではヤンゴン港の方がミャンマーにとってより魅力的である注55。マンダレ
ーとチャウピューにつながるムセ・マンダレー高速鉄道は、中国がインド洋
にアクセスするためのものである。更にエーヤワディ経済ベルトも、ヤンゴ
ン港を経由してインド洋に流れるエーヤワディ川を通るルートは国境を接す
る中国に利益をもたらす。たとえBRIプロジェクトが両国に利益をもたらす
としても、その利益は両国間で公平に配分されるわけではない。では、なぜ
プロジェクトにミャンマーが投資する必要があるのだろうか。中国が費用を
支払うべきではないか。2019年にTNIインターナショナル・インスティテュ
ートが警告した内容は以下の通りである。

BRIの輸送プロジェクトでは主に中国が利益を得るが、ミャンマーにとって
は、プロジェクトの財政的実行可能性に疑問の余地があり、政府と国民が多額の
負債を抱えこむ結果となる注56。

そのためミャンマーは、中国から借金をしてまでプロジェクトに投資する
前に、プロジェクトが長期的にもたらす利益と、BRIの実行に関わるミャン
マーの財政負担を詳細に検討する時間が必要である。ミャンマーは、BRIプ
ロジェクトの取引から最大限の利益を得るために、価格を修正する必要があ
る。

中国の投資プロジェクトと社会・環境・倫理的問題

中国の投資は、土地の乗っ取り、環境・社会に与えるマイナスの影響、透
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明性の欠如、腐敗などと関連している。また、中国企業には倫理的に疑わし
い慣習がある。たとえばヤンゴンニュータウン開発計画の主要な開発業者で
ある中国交通建設会社（以下、CCCC）は、以前不正入札行為で世界銀行か
ら制裁を受けている注57。2020年8月アメリカ政府商務省は、他の24の中国企
業とともに、CCCCをブラックリストに登録している注58。ミャンマーの件で
は、政府が覚書に署名したものの、住民、政治家、議会、野党、労働界、市
民団体など様々な利害関係者から反対の声が上がり、プロジェクトの実施が
遅れ、契約が保留された後、解除されるというシナリオも考えられる。利害
関係者たちとの事前の検討が不十分であるため、このような結果となる可能
性も十分ありえる。

ミャンマーへの中国の大規模な投資が順調に進むことはないに等しく、事
前の合意があっても、建設が完了していないプロジェクトがいくつもある。
（Transnational	Institute,	2019	p.13）

たとえば、テイン・セイン政権時代の2011年から保留となっているミッソ
ンプロジェクトは、未だミャンマー側で解決していない。ミッソンダム建設
の再開については、どちらの国からも動きが起こる気配はない。ミャンマー
政府側からすると、ミッソンは、ミャンマー人たちにとって政治的に極めて
デリケートな問題である。中国と交わしたミッソンに関する契約についてミ
ャンマー政府が国民にきちんと説明しない限り、プロジェクトを再開する
いかなる努力も、国民から強い反対を受けるであろう注59。中国側からする
と、ミッソンプロジェクトに投資することにより、エネルギー供給を受ける
こととなる。しかし、ダム建設が10年間保留されている間に、中国はエネル
ギー不足の国からエネルギー過剰な国へと変化している。そのため中国に電
気を供給するためのミッソンダムの建設は、もはや中国にとって戦略的に重
要ではなくなってしまった注60。しかし、チャウピュー、エーヤワディ経済
ベルト、その他中国にとって重要なプロジェクトを補填するという名目で、
このプロジェクトはミャンマー政府との交渉材料として使えるので、依然と
して中国にとって政治的な重要性を持つのである。
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中国の大規模なインフラのプロジェクト、たとえばモンユワの近くのレパ
ダウン銅鉱山、チャウピュー深海港、ムセ・マンダレー高速鉄道などでは、
今でも土地の収用問題が解決していない。

また、中国のプロジェクトは、ミャンマーの労働者たちに期待されたよう
な仕事を提供できていない注61。ミャンマーにおける中国のメガプロジェク
トは、社会・環境的に負の影響を及ぼすことも懸念されている注62。

さらに、非国営企業や地元ブランドのBRIプロジェクトに対しては、中国
政府の支配力は弱い。

ミャンマーとタイの国境にあるシュエコッコ経済特区は、セルフブランドBRI
のひとつの例である。これは、香港に拠点を置くミャンマー・ヤタイ・インター
ナショナル・ホールディング・グループによって開発された。プロジェクトは、
中国人労働者の違法雇用、違法なギャンブル施設の運営、生態系破壊、そして土
地の無断接収など、広く批判にさらされた注63。

これらの理由から、透明性、疑わしい汚職行為、利害関係者たちとのコミ
ュニケーション、地元コミュニティへの打診、土地の差し押さえ、そして環
境や社会への影響などの観点から、多くのミャンマー国民は中国資本のプロ
ジェクトを否定的に見ている。BRIプロジェクトを継続させるためには、中
国政府はこれらの問題を真剣に受け止め、一刻も早く解決するべきである。

4.結論

ミャンマーは、主に輸送インフラと、国内外のネットワークを発展させる
ために、投資を必要としている。経済特区、工業ゾーンや貿易ゾーンは、労
働者には職の機会を、投資家には投資の機会を、地元の小規模ビジネスやマ
ーケットが国際的なサプライチェーンとつながる機会を生み出さなければな
らない。同様にミャンマーは、国中の発電設備・配電網、インターネット、
ファイバーケーブル・ネットワークなどにも投資をする必要がある。輸送と
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通信のインフラを実現するためには、多額の資金を拠出する必要があり、ミ
ャンマーがこのようなインフラを全て整えるには、限界がある。唯一の方法
は、外国の投資家を呼び込むことである。

このような全国的に改良が必要なインフラに投資するのは、今のところ中
国以外にはいないだろう。BRIプロジェクトのほとんどは、ミャンマーの北
部、東部、西部に集中しており、これらの地域に投資したいと考える投資家
は、中国以外にいない。そのため、中国がBRIプロジェクトに投資すること
で、プロジェクト対象地域の発展をより少ない費用で実現できるので、ミャ
ンマーにとってまさに理想的である。日本、韓国、タイなどの外国投資家
は、ヤンゴン周辺や、バゴー地方域、そしてモン州やタンニンタイ地域とい
ったミャンマーの南部への投資により興味を持っている。

ムセ・マンダレー・チャウピューを結ぶ鉄道、チャウピュー深海港、国境
貿易経済ゾーンなど中国のBRIプロジェクトは、間違いなく現在のインフラ
を向上させるものである。エーヤワディ経済ベルトのようなプロジェクト
は、川を維持し、浚渫し、川の水の流れを良くするために毎年必要な何百万
ドルという費用の節約に貢献している。同時に、ミャンマー国内の60％にあ
たる市町村の発展や、エーヤワディ川沿いに住む3,000万人の経済に影響し
かねない。BRIプロジェクト投資に関連して、国中に張り巡らされた電力網
と光ファイバーインターネット・ネットワークは、国の社会経済情勢を向上
させ、他の投資国の目にも、より魅力的に映ることだろう。生産施設や改善
された貿易・流通網は、新たな雇用を生み、経済全体へのスピルオーバー効
果を生みだす。

しかし、中国のBRIプロジェクトにはコストが伴う。ミャンマーは、既に
重くのしかかっている中国の債務の負担がさらに重くなりかねないため（お
およそ120億ドル、全対外債務の40％）債務の罠に陥らないよう、真剣に対
策を練っている。同時に、地域社会の環境や社会生活に悪影響を及ぼす可能
性があるかどうかを慎重に検討し、地域の労働者の雇用機会を創出してい
る。プロジェクトが国にどのようなプラスの影響とマイナスの影響を与える
のか、プロジェクトごとに分析されている。今の時代、地域の人々の権利を
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尊重し、市民活動家の声にはできる限り耳を傾け、対応していく必要があ
る。中国の投資プロジェクトは土地の押収、人権侵害、汚職、環境や社会的
へのマイナス影響によってほぼ成り立っているという点にミャンマーは注意
する必要がある。中国の投資プロジェクトを承認する前に、チェックリスト
と解決策を用意しておくべきである。

国の主権と民族武装勢力のためにも、ミャンマーは政府も軍もこの点に関
しては厳しく対応する必要がある。持続可能性に適さない中国の対ミャンマ
ー投資には、寛容ではないことを示さなければならない。中国はミャンマー
に何十億ドルもの投資をしているため、ミャンマーが安定した平和な状況に
なることを望んでいる。そのため、ミャンマーは中国の影響力を利用して民
族武装集団との和平を図る必要がある。中国にとって「メイド・イン・チャ
イナ2025」というビジョンを達成するために、CMECが重要であることをミ
ャンマーが認識すべきである。交渉で少しでも優位に立つためにも、ミャン
マーは中国の投資をプロジェクトごとに検討して承認しなければならない。
中国が提案や約束に沿って計画を進めていない場合、直ちに中断または遅延
させるか、他の重要なプロジェクトで代用すべきである。

最後に、貿易戦争と新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）が
BRIにどのような影響を与えているか注目してみよう。実際、米国の貿易戦
争がBRIプロジェクトの資金調達に影響を与えているのは、銀行家がBRIプ
ロジェクトへの資金提供に慎重になっているからである。しかし、BRIの資
金調達のほとんどは中国の国有金融機関が主導している。貿易戦争の影響も
あって、アメリカや西欧諸国を中心とした外資系企業からの投資のほとんど
が中国から撤退する可能性が高いのは事実である注64。しかし、同時にBRIプ
ロジェクトは中国が生産設備を拡張し、BRIに沿って国を超えて供給体制を
変える原動力になるかもしれない。中国製品に高い関税や制裁を課すこと
で、中国からBRIに関わる近隣諸国へ生産拠点が移る可能性がある。したが
って、中国に1兆ドル相当のBRIの資金を調達できるだけの資金力があるの
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付表．ミャンマーにおける中国・ミャンマー経済回廊（CMEC）プロジェクト

プロジェクト名 場所（地域/州） プロジェクト形態 推定投資規模
（100万ドル） 状況

1 Myit	Some	Dam Kachin	State 水力発電 3,600 中断

2 Myitkyina-Htecheik	Express	road Kachin	State-Sagaing	Region 輸送 n.a. 計画済

3 Myitkyina	Economic	Development	Zone Kachin	State 経済特区・工業地帯 400 計画済

4 Kanpaittee	Economic	Cooperaton	Zone Kachin	Sate 経済特区・工業地帯 22.4

5 Ayeyawaddy	River	Port	Development	（Bamaw） Kachin	State 輸送 34

6 Chindwin	River	Port	Development	（Kalawa） Sagaing	Region 輸送 24

7 Chindwin	River	Port	Development	（Monywa） Sagaing	Region 輸送 44

8 Muse-Mandalay	Rapid	Railroad Shan	State-Mandalay	Region 輸送 8,900 合意済

9 Muse	Economic	Cooperation	Zone Shan	Region 経済特区・工業地帯 8

10 Ruilli-	Mandalay-	Kyauk	Phyu	Express	Road Rachine-Magway-Mandalay-Shan 輸送 n.a.

11 Chinshwehaw	Economic	Cooperation	Zone Shan	State 経済特区・工業地帯 4

12 Bridge	and	new	road Shan	State 輸送 100

13 Agriculture	Development	Zone Shan 農業 n.a.

14 Mandalay-Htecheik-Muse	Express	Road Mandalay-Sagaing-Shan 輸送 4,000

15 Chanmyaeshwepyi	Highway	bus	terminal Mandalay 輸送 150

16 Ayeyawaddy	River	Port	Development	（Pakokku） Magway	Region 輸送 47

17 Ayeyawaddy	River	Port	Development	（Magway） Magway	Region 輸送 33

18 Magway	Trade	Station Magway	Region 経済特区・工業地帯 200

19 Naypyitaw-Kyauk	Phyu	Express	Road Rachine-Magway-Mandalay 輸送 n.a.

20 Mandalay-Naypyitaw-Yangon	Express	Road Yangon-Bago-Mandalay 輸送 n.a.

21 Kyauk	Phyu	SEZ Rachine	State 経済特区・工業地帯 1,300 合意済

22 Kyauk	Phyu	Electricity	Plant Rachine	State エネルギー 180

23 Kyauk	Phyu-Ann	Railroad Rachine	State 輸送 n.a.

24 Kyauk	Phyu-Mandalay	Road Rachine-Magway-Mandalay 輸送 n.a.

25 New	Yangon	City Yangon	Region 都市開発 1,500 合意済

26 Yangon	City	Sky	Train Yangon	Region 輸送 1,500

27 Pathein	Industrial	Zone Ayeyawaddy	Region 経済特区・工業地帯 n.a.

28 Mandalay-Naypyitaw-Yangon	Railroad Yangon-Bago-Mandalay 輸送 n.a.

29 Ruilli-Mandalay-Kyauk	Phyu	Railroad Rachine-Magway-Mandalay-Shan 輸送 n.a.

30 Kwan	Lon	Bridge	Construction Shan	State 輸送 n.a.

31 Melin	Cheik	Gas	Drilling Ayeyawaddy	Region エネルギー 2,500

32 Mandalay-Bagan	Railroad Mandalay	Region 輸送 n.a.

33 Watalone	Tunnel Shan	State 輸送 n.a.

34 China-Myanmar	Border	Crossing	Power	line Kayah-Bago-Shan エネルギー n.a.

出所：ISP；Myanmar	China	desk	（https://ispmyanmarchinadesk.com/）
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であれば、米国との貿易戦争が起きても、中国がBRIの生産拠点を海外にシ
フトさせる意図に大きく影響することはないだろう。人の接触、交渉の制
限、医療費の上昇や生産性の低下、プロジェクト実施予算の制約、貿易の停
止など、COVID-19がBRIに与える影響は否定できない。しかし、影響とい
っても、パンデミクスが収束するまでの期間にプロジェクトの遅延や、工期
の変更を迫られるぐらいで、それほど大きいものではない注65。

注
1	 Five	SEZs	have	 reportedly	been	 incorporated	under	 the	CMEC	 framework：Kyauk	Phyu,	

Myitkina,	Kampaiti,	Muse	and	Chinshwehaw.	Other	 industrial	 zones,	 such	as	New	Mandalay	
Resort	City,	Myotha	Mandalay	Industrial	City,	New	Yangon	City,	Pathein	Industrial	Zone	and	
a	zone	near	Shwe	Kokko	have	also	been	branded	by	their	developers	and	supporters	as	 ‘BRI	
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